
現代物理学の４本柱である

力学、

電磁気学、

量子力学、

統計力学

を、体系的に編成された４つの

科目群における講義・演習を通

して学び、物理学の十分な基礎

学力と高度な専門知識を身につ

ける。

その上で、現象の奥にある普遍

性と本質を追求する認識の学問

である物理学における論理的思

考方法の涵養を通じて、問題発

見と解決の能力を身につける。

物理学序論

物理学を理解し記述するために必要な
数学的手法を、力学、電磁気学、量子
力学、統計力学のコア科目群と関連付
けて修得し、物理学の道具として使え
る能力を身につける。

物理学 電磁気学１ 電磁気学２

統計力学群 熱力学 統計力学１ 統計力学２

量子力学群 量子力学１B
量子
力学
２A

量子
力学
２B

量子力学３A

実験結果を整理・解析する上で物理
学の基本概念の理解を深めるばかり
でなく、客観的なデータ処理の基礎
技術や報告書作成・口頭発表の仕方
を学び、それらの技術を踏まえた上
で実験や観察に基づいて自然現象を
科学的にとらえる態度を身につける。

物理学実験１ 物理学実験２

基礎講義実験 応用講義実験

物理学実験３

物理数学2B

解析学１

原子分子物理学

素粒子物理学

一般相対論

天体物理１ 天体物理２

地球物理学

大気物理 環境物理

光学１ 光学２

物性論
1A・1B

物性論
2A
2B
2C

学士課程1年次

前期 後期

学士課程2年次

前期 後期

学士課程3年次

前期 後期

学士課程4年次

前期 後期

物理数学1A 物理数学2A物理数学1B

微分積分学１
微分積分学演習１

線形代数１

力学
２

解析
力学

連続体力学力学1

科目群で身に付ける知識・態度・技能

数学群

物理学実験群

情報科学概論１ 計算物理数値計算情報科学概論2計算物理群

生物学１ 生物学２ 生物物理１ 生物物理２

化学１ 化学２

自然科学の関連分野の知識を広げる。関連分野群

電子回路１

物理特別講義

放射線物理

地学１ 地学２

生物学実験

有限幾何学

数理統計学基礎１
及び演習

数理統計学基礎２
及び演習

関連分野群として

理科教育論１ 理科教育論２

関連分野群として

地学実験１ 地学実験２

数学科教育論１ 数学科教育論２

電磁気学群

理学部第一部 物理学科 科目系統図

力学群

線形代数２

微分積分学２
微分積分学演習２

解析学2

プラズマ物理

情報リテラシーに加え物理学においてコン
ピューターを活用する技能を身につける。

原子核物理学

物性論
3A
3B
3C

電磁気学３

相対論

電子回路2
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物質科学
量子情報
物理教育

各教員のもとで先端の研究
に携わり、これまでに学ん
だ知識の集大成を行うとと
もに問題解決能力、論理力、
協力姿勢とコミュニケーショ
ン能力を育む
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地球惑星
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